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「北国の省エネ・新エネ大賞」受賞者を発表します

～大賞は五洋建設(株)「太陽光と水素を活用した再エネ100％工場」～
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はじめに

➢ 北海道経済産業局では、道内の企業や団体等における省エネルギーの取組及び新エネルギーの

導入を促進するため、省エネ法や再エネ促進法に係る業務に加え、設備導入補助、省エネ診断の

活用促進、及び自治体連携等をすすめ、エネルギーに関する施策普及に取り組んでいます。

➢ その一環として、道内における省エネルギー・新エネルギーに関する有効利用、開発及び普及に係る

取組において、著しい成果及び功績があり、他の模範となる組織・個人を表彰する「北国の省エネ・

新エネ大賞」(北海道経済産業局長表彰)を2009年度から実施しています(今回で15回目）。

➢ 本日、令和5年度の受賞者を決定（大賞1件、優秀賞6件）しましたので、発表します。

➢ 表彰式は、2024年2月21日（水）に札幌国際ビル８階にて開催します（取材可）。また、同

日開催の「省エネセミナー」において、受賞者の取組事例をご紹介します。
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「北国の省エネ・新エネ大賞」（北海道経済産業局長表彰）の概要

目 的

北海道における省エネルギー・新エネルギーに関する有効利用、開発及び普及に係る取組において、著しい成果及び功績があり、他の
模範となる者を表彰することにより、省エネルギーの推進及び新エネルギーの利用促進を図ることを目的としています。

対 象

北海道内において、以下の取組を行った組織又は個人を対象とし、公募します。（自薦・他薦を問いません。）組織には、事業者の
ほか、グループや自治体、教育機関を含みます。（共同応募も可とします。）

●省エネルギーの取組又は新エネルギーの活用により、エネルギーの有効利用を行った者
●省エネルギー又は新エネルギーに関する技術・製品（サービスを含む）を開発・製造した者
●省エネルギー又は新エネルギーの普及・啓発を行った者（事業として行った者を含む）

表彰の種類

➢北国の省エネ・新エネ大賞 「大賞」（1件）
➢北国の省エネ・新エネ大賞 「優秀賞」（表彰件数は、選考委員会において決定）
※選考委員会が特に必要と認める場合、北国の省エネ・新エネ大賞  「特別優秀賞」とすることができる。

選考方法

学識経験者等で構成する「選考委員会」（委員長:北海道科学大学 半澤 久 名誉教授）が、以下の評価項目により審査し、受
賞者を決定します。

●省エネルギー対策や新エネルギー利用等の取組による、エネルギー削減効果や温室効果ガス削減効果、新エネルギー導入効果。
又は普及・啓発活動による意識の醸成及びその貢献度。

●先進性・独創性
●汎用性・波及性
●継続性・持続性
●地域貢献度



受賞者リスト

■大賞（１件）
受賞者：五洋建設株式会社
テーマ  ：地域活性化とカーボンニュートラルに寄与する「太陽光と水素を活用した再エネ100％工場」の構築

■優秀賞（６件）
受賞者：北海道北部風力送電株式会社、稚内市、豊富町、幌延町、天塩町、中川町
テーマ ：風力発電の適地だが送電網が弱い道北地域に送電網を新設し、風力発電の大量導入を可能とする

受賞者：株式会社雪屋媚山商店、株式会社ホワイトデータセンター、株式会社ミリオナ化粧品、美唄市
テーマ ：雪を中心としたサーキュラーエコノミー「美唄ホワイトデータセンター構想」

受賞者：学校法人ジオパワー学園
テーマ ：地下はフロンティア 掘削技術専門学校

受賞者：大成建設株式会社札幌支店、古平町
テーマ  ：道内初となる古平町複合施設による運用段階でのNearly ZEB相当の実現
  
受賞者：北海道ガス株式会社、株式会社恵和ビジネス、株式会社創建社
テーマ ：恵和ビジネス・ディジタルビルにおける天然ガスを活用したカーボンニュートラルビルの実現

～レジリエンス性を高めたZEB～

受賞者：網走市、あばしり電力株式会社
テーマ  ：「2050年カーボンニュートラルの実現」と「災害対応力の強化」に向けた地域新電力会社【あばしり電力】

の設立
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「再エネの地産地消」で「カーボンニュートラル」に貢献
～太陽光と水素を活用した「再エネ100％工場」～
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【エネルギーフロー図】

⚫ 太陽光と水素を活用した発電による、再エネ100％電力で工場内の動力・電灯をカバー。
⚫ 各種モニタリングデータ活用により、水素発電設備の効率的運用とシステムの推進・拡大。
⚫ 多様な見学者の受け入れを通し、水素技術の普及展開と室蘭市の地域活性化に貢献。

太陽光発電設備と水素発電システム
の構築およびデータの蓄積

CO₂排出量の削減を達成するため、長期的プラン
として、水素などの次世代エネルギーの導入・検証
を行う。

【大賞】 五洋建設 (株)

【 室蘭製作所の外観】

受 賞
ポイント

背

景

取

組
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テーマ名 地域活性化とカーボンニュートラルに寄与する「太陽光と水素を活用した再エネ100％工場」の構築

受賞者名 五洋建設株式会社（東京都文京区）

取組概要 ➢水素を利用した地域活性化とカーボンニュートラルに貢献するため、カーボンニュートラル先進都市を目
指している「室蘭市」で水素を実証運用、普及活動に繋がる取り組み。

➢太陽光を利用して製造した「グリーン水素」による水素発電と、太陽光発電との2種類の電源で工場の
電力を賄う「地産地消型の再エネ100%工場」を構築。更に、BCP対応として、副生水素をタンクに備
蓄、ハイブリットな供給システムを実現。

➢BEMS設備を導入し、水素利用のモニタリングによる計測データの蓄積・活用により、設備の利用・普及
を図る。

➢事務所棟は、外壁の高断熱化や高効率空調、センサー制御等で省エネ性能を高めるとともに、使用電
力は再エネ由来の電源で賄う（BELSのZEB認証を取得）。

➢積極的に企業や学校等からの見学者を受け入れ、多くの人々に「見て」「聞いて」「体験」してもらうこと
で、水素利用の活性化と地球温暖化防止を考える機会を創出。

受賞理由 ➢太陽光発電設備と、グリーン水素の製造・貯蔵・発電を行う水素発電システムを組み合わせた「地産
地消型の新しい再エネ100%工場」であり、先進性・独自性が高い。

➢水素の利活用に関して知見が少ない中、今後の水素普及拡大に向けた貴重な取組。

➢工場での生産工程におけるカーボンニュートラル化により、製品を材料として調達する企業等の脱炭
素化に貢献。



【優秀賞】 北海道北部風力送電（株）、稚内市、豊富町、幌延町、天塩町、中川町

官民一体となった「送電網強化」で風力発電の導入拡大へ
～送電網整備実証事業と技術実証事業で風力発電導入拡大～
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【送電線敷設エリア】

送電網構築により、新たな発電所の稼働が
可能となり、道内の風力発電導入量が倍増

適地が限定された風力発電の導入拡大には、
域内送電網の強化が喫緊の課題。

【最適制御システムの構成】

⚫ 風力発電のポテンシャルが高い一方で送電網が脆弱である課題対応にあたり、大手電力関連
以外の社が送電網整備・技術実証を推進。

⚫ 送電網のフル活用と風力発電導入量の更なる増大に向け、国内最大級の蓄電池を含めたシ
ステムを新規に開発し整備。

⚫ 複数の自治体による協業で道北地域の風資源が活用促進。

受 賞
ポイント

背

景

取

組
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テーマ名 風力発電の適地だが送電網が弱い道北地域に送電網を新設し、風力発電の大量導入を可能とする

受賞者名 北海道北部風力送電株式会社（稚内市）、稚内市、豊富町、幌延町、天塩町、中川町

取組概要 ➢風力発電の適地ではあるが送電網が脆弱である北海道北部地域における風力発電導入拡大を目
指し、以下のプロジェクトを実施。
■送電網整備実証事業
稚内市、豊富町、幌延町、天塩町、中川町にわたる、総延長約78.0kmの送電線と蓄電池併設
変電所ほかを整備。
■技術実証事業
北海道電力ネットワークによる出力変動緩和要件及びその他系統連系上の制約に対応するため、
風力発電所出力の最適制御システムを開発。

➢プロジェクトの推進により、風力発電のための送電網等が整備され、2023年4月に商業運転を開始。

➢2023年8月1日時点で194MW（発電出力ベース）の風力発電所が商業運転開始済み。最終的
には543MW（発電出力ベース）が商業運転予定。

受賞理由 ➢大手電力会社やその子会社ではない事業者による送電網整備事業は先行事例がない。

➢脆弱な送電網の導入拡大に向けて、関連自治体の協力・支援を受けることで実現。道内での再生
可能エネルギーの電力供給実現に大きく貢献。

➢北海道の再エネポテンシャルを十分に活用する可能性。

➢建設工事に関連し、コロナ禍に苦戦する地域経済の下支えの一翼を担い、地域経済活性化に大きく
影響。



⚫ 雪冷熱とIT廃熱の活用等による全国初の取組により、エネルギーの域内循環と地域産業活性
化を実現。

⚫ 独自の熱交換システム採用により、不純物を含む排雪を直接使用可能。
⚫ 積雪がある地域においては持続可能なシステムでもあり、全国同様な地域におけるモデルケース。

【優秀賞】 (株)雪屋媚山商店、(株)ホワイトデータセンター、(株)ミリオナ化粧品、美唄市

雪を中心とした「サーキュラーエコノミー」の実現と水平展開
～産学官連携により「雪冷熱エネルギー」の利用研究～
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【ホワイトデータセンター構想・概念図】

【データセンター実証試験施設】

ホワイトデータセンター構想（地産エネルギー
活用・地域循環事業）の実現に向けた取組

除排雪の利活用とともに、雪氷冷熱エネル
ギー関連設備の導入におけるコスト高が課題。

受 賞
ポイント

背

景

取

組
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テーマ名 雪を中心としたサーキュラーエコノミー「美唄ホワイトデータセンター構想」

受賞者名 株式会社雪屋媚山商店、株式会社ホワイトデータセンター（美唄市）、株式会社ミリオナ化粧品（大
阪市）、美唄市

取組概要 ➢民間企業と美唄市が連携して雪を中心とした、エネルギーや食、水などの地域循環事業を進行中。
⚫ 美唄市が実施する除排雪を空知工業団地に堆積貯蔵し、雪から冷熱を回収。その冷熱でデータ
センターを冷却。

⚫ データセンターから排出されるＩＴ廃熱は、通年型食料生産施設の暖房として利用。具体的には、
植物工場、陸上養殖などを運営。

⚫ それら施設に必要な電力を地産地消で供給するため、農業残渣や雑草などを原料とするバイオガ
ス発電プラントを自家消費型発電施設として計画。

⚫ 更には、雪解け水を食品及び化粧品の開発事業に活用するほか、養殖事業の飼育水にも利用。
⚫ 開発される食品等の保存には雪冷熱を活用。当該保管庫は地域防災施設機能も具備。

➢やっかいものであった「雪」をエネルギー資源へと転化することで、除排雪のコスト削減を図る。加えて、雪
貯蔵による「食」の高付加価値化など、農業を基幹産業とする美唄市の経済振興にも寄与。

受賞理由 ➢雪から冷熱回収することを軸に、地域でエネルギーを循環させる取組は先駆的。モデルケースとして、
全国の雪国エリアへの波及に最適となる省エネ・新エネモデル。

➢排雪を利用したエネルギー供給システムの開発であり、市街地排雪を直接利用できる点において魅力
的な技術・構想である。

➢単に雪対策(冷熱利用)に終わるのではなく、連鎖的に起業につなげていき、地域の経済活性化に寄
与・貢献。



様々なサポートにより「現場の即戦力人材」を養成
～社会に必要な再生可能エネルギー関連技術の必要性を発信～

【学校の全景】
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掘削技術の専門学校を設立し、日本人技
術者の養成・育成を担う

【優秀賞】 (学)ジオパワー学園

【募集用パンフレット表紙】

⚫ 国内初の掘削技術に関する専門学校を開校し、再エネ開発に求められる人材の養成と育成を
図る。

⚫ 掘削技術者向けに教科書を執筆・出版する等、技術の必要性を積極的に発信。
⚫ 関連企業等が、機器・機材の提供や採用前提で就学支援、講師派遣等で教育面をサポート。

【掘削技術の教科書】

受 賞
ポイント

我が国には、掘削技術を教育する大学は少数、
高等学校や専門学校は存在しない、深刻な人
材不足に陥る。

背

景

取

組
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テーマ名 地下はフロンティア 掘削技術専門学校

受賞者名 学校法人ジオパワー学園（白糠郡白糠町）

取組概要 ➢国内初の掘削技術専門学校として、2021年6月に北海道から学校法人の認可を取得し、学校法
人ジオパワー学園を設立（2022年4月に開校、修業年1年の単科専門学校）。

■学校の設立理念

・地熱などの日本の地下資源の開発、発展に主体的に行動できる人材の育成

・技術の理論と実作業を理解した技術者の育成

・工事の安全、環境保全、地域との連携に寄与できる技術者の育成

➢設立にあたり、掘削技術の教科書を執筆・出版。また、授業に使用する掘削機器・機材等は、掘削
会社、機器メーカー、商社など21社が無償提供。安全教育のため、足場を模擬した装置とバーチャル
リアリティ（VR）を用いた装置等も導入。

➢学校教育を通して、現場での技術習得に必要な期間を短縮。更には、企業からのニーズを踏まえ、就
業先でのミスマッチ解消を図り、中途退職者の減少に寄与。

受賞理由 ➢技術人材の育成という観点からカーボンニュートラルを目指す非常に斬新な発想であり、地域の活
性化・産業の発展にも寄与。

➢関連分野の教科書を独自に作成し、これは専門学校ばかりではなく、関連企業にとっても非常に有
用かつ、掘削技術の必要性についてアピールすることにも繋がる。

➢技術者養成に関しては、国内はもとより、海外からの需要も十分に期待。



道内自治体初のゼロカーボンシティ宣言。老朽化かつ
旧耐震基準で建てられ耐震性に不安のある庁舎と地
域交流センターの整備が喫緊の課題。

【優秀賞】 大成建設 (株)札幌支店、古平町

積雪寒冷地におけるカーボンニュートラルに向けた建築的なアプローチ

～積極的に新エネルギーを活用し道内自治体初のZEB Ready認証～
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【導入した主な環境配慮技術】 【一次エネルギー消費量の削減量】

積雪寒冷地の特性を活かした建築・
設計を計画・構築。運用実績では
Nearly ZEB相当を達成。

⚫ 道内自治体初の「ゼロカーボンシティ宣言」と「ZEB Ready認証取得」。

⚫ BEMSを採用したエネルギーの見える化、節電メッセージの表示等は、他者も導入可能なモデル。
⚫ 運用開始後もZEBプランナーのサポートで、運用改善等に取り組み、PDCAサイクルを実行。

受 賞
ポイント

背

景

取

組
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テーマ名 道内初となる古平町複合施設による運用段階でのNearly ZEB相当の実現

受賞者名 大成建設株式会社 札幌支店（札幌市）、古平町

取組概要 ➢老朽化かつ旧耐震基準で建てられ耐震性に不安のある庁舎と地域交流センターを早急に整備し、防
災拠点としての機能を強化する必要性。更に、「2020年までに新築公共建築物等でZEBを実現を
目指す（第４次エネルギー基本計画）」の政策方向性に基づく、建設・設備を計画。

➢外断熱・高効率熱源機・LED照明などを組み合わせた省エネルギーへの取組、太陽光発電・地中熱
利用・自然換気による新エネルギーの積極的活用により、基本計画段階で道内自治体初のZEB
Ready認証を取得（2019年2月、BEI=0.49)。

➢竣工時の設計値BEIは0.42となり、BELS認証を2022年1月に再度取得。その後、庁舎が開業した
2022年5月～2023年4月の運用実績で、計画時を上回る省エネ性能Nearly ZEB(BEI=0.21)
を達成。

➢寒冷地ならではの建築・設備計画を構築し、北海道のような積雪寒冷地でも2050年までに国が目
指すカーボンニュートラルに向けた建築的なアプローチができる取り組み。

受賞理由 ➢道内自治体初の「ゼロカーボンシティ宣言」と「ZEB Ready認証」、道内複合施設初の運用実績
「Nearly ZEB」として、道内建築物のZEB化を牽引。

➢寒冷地の特性を考慮した地中熱活用も含めた各種技術を効果的に組み合わせたNearly ZEBの実
現であり、積雪寒冷地おけるZEB化のモデルケース。特に、「ガラス一体型太陽電池」を新たに共同
開発した点は高く評価。

➢開庁後も努力と試行錯誤を重ね、さらなる脱炭素に取り組む姿勢を評価。



道内初「天然ガス」「ZEB」「脱炭素化」を同時に実現
～天然ガスを使ったカーボンニュートラルビルの建設～

「カーボンニュートラル実現」と「レジリエンス強化」 
をコンセプトとした新社屋の建て替えが決定。
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【優秀賞】 北海道ガス（株）、(株)恵和ビジネス、(株)創健社

ZEB Ready認証を取得、実質CO2排出ゼ
ロ、電源自立型GHPで災害時でも業務継
続が可能。

【電源自立GHP】
20馬力
冷房COP：1.24
暖房COP：1.53

【冷暖切替GHP】
13馬力
冷房COP：1.40
暖房COP：1.55

【ディジタルビルの建物外観】

⚫ 環境価値を付加した天然ガスを活用した道内初のカーボンニュートラルビル。
⚫ 既存技術・設備等の組合せであり、他者に展開が可能な市場性の高いモデル事例。
⚫ ファサードに道産材と札幌軟石を採用し、建築設計において地産地消に貢献。

受 賞
ポイント

背

景

取

組
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テーマ名 恵和ビジネス・ディジタルビルにおける天然ガスを活用したカーボンニュートラルビルの実現
～レジリエンス性を高めたZEB～

受賞者名 北海道ガス株式会社、株式会社恵和ビジネス、株式会社創建社（札幌市）

取組概要 ➢建物の高断熱化により空調負荷を抑え、加えて高効率な空調・照明・給湯設備を導入し、省エネル
ギー性を追求、ZEB Ready(BEI=0.44)を取得。

➢消費するエネルギーに環境価値を付加したカーボンニュートラル天然ガスと、再生可能エネルギー
100%電気を導入し、建物全体のCO2排出量について実質ゼロを達成。道内初の天然ガスを導入し
たカーボンニュートラルビルを実現し、BELS 最高ランクである５つ星を獲得。

➢電源自立型GHPを採用することで、非常時でも建物の機能維持に必要な空調・照明等を確保、レジ
リエンス強化を図る。

➢太陽光パネルの設置スペースが確保できない建物においても、消費エネルギーそのものを脱炭素化し、
カーボンニュートラルを実現。

受賞理由 ➢３者の協業により、既存技術等を組み合わせで、「カーボンニュートラル実現」と「レジリエンス強化」をコ
ンセプトとした新社屋を計画。見事、道内初の天然ガス活用型カーボンニュートラルビルを完成。

➢ZEB Readyに満足せず、エネルギーの調達もカーボンニュートラル由来のメニューから取り入れる等、
脱炭素化に向けたアプローチを評価。

➢空間的制約で太陽光パネル設置できない場合にも適用可能であり、汎用性、波及性は非常に高い。



【優秀賞】 網走市、あばしり電力（株）

「エネルギーの地産地消」「レジリエンスの強化」「体験型環境学習の拠点」を実現
～地域新電力会社を設立しエネルギーの地産地消を実践～
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【潮見地区航空写真】 【供給システム図】

カーボンニュートラルの実現に向けた
地域新電力会社「あばしり電力」の設立

地球温暖化の原因である温室効果ガスの削減、
近年頻発・激甚化する災害による大規模停電へ
の備え等を含めた地域課題への対応。

⚫ 電力系統が脆弱な他の地域への導入モデルケース、他の自治体の再エネ導入や蓄電池による
マイクログリッドの構築・展開が期待。

⚫ 太陽光発電設備とNAS電池の組合せで災害時の対応力を強化。
⚫ 今後、新たに網走市内３地区に、太陽光発電設備等を設置予定。

受 賞
ポイント

背

景

取

組
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テーマ名 「2050年カーボンニュートラルの実現」と「災害対応力の強化」に向けた地域新電力会社【あばしり電力】
の設立

受賞者名 網走市、あばしり電力株式会社（網走市）

取組概要 ➢遊休市有地（潮見地区）に太陽光発電設備と電力貯蔵用NAS電池（大容量蓄電池）を新設し、
自営線を使って指定緊急避難場所である小学校、コミュニティセンターと連系。

➢平常時は太陽光発電を利用し、余剰分をNAS電池に貯め夜間の電源に活用、施設使用電力を再
生可能エネルギーで賄う。

➢停電時には上記の両施設を配電系統から切り離してマイクログリッドを構築し、NAS電池を非常時の
バックアップ電源として活用することで、自然災害への対応力を強化。

➢潮見小学校では再生可能エネルギー100％の学校運営を目指すとともに、太陽光発電での発電量や
CO2削減量を表示するパネルを設置。児童が発電状況を直接的に体験できる学習の場を提供し、
環境教育を推進。

受賞理由 ➢太陽光発電設備とNAS電池を組み合わせた複合型エネルギーシステムであり、FIT制度に依存しない
自立した電力供給システムを評価。

➢自営線によるマイクログリッドを構築し、災害等でグリッドが停電した時の持続可能性も保持。

➢地域新電力会社を設立し、エネルギーの地産地消、災害時の対応力強化、体験型環境学習の拠
点となる取り組みを実践。
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『表彰式』 及び 『省エネセミナー』開催概要

表彰式

日時：2024年2月21日（水）13:00～13:45
会場：札幌国際ビル8階 「A会議室」（札幌市中央区北4条西4丁目）
参加者：関係者限り（取材可）

省エネセミナー

日時：2024年2月21日（水）14:30～16:00（受付14:00～）
会場：札幌国際ビル8階 「国際ホール」（札幌市中央区北4条西4丁目）
定員：会場参加（80名程度）

 オンライン参加（150名程度）

※「省エネセミナー」では、大賞及び優秀賞を受賞した事例紹介も行います。また、受賞事例の紹介
   動画は、当局ウェブサイト及びmetichannel（動画共有サイト YouTube）にも掲載します。

※表彰式では、一般財団法人省エネルギーセンター北海道支部長表彰及び北海道電気有効活用
 委員会委員長表彰も併せて行います。



20

（参考）『北国の省エネ・新エネ大賞』 過去の受賞者一覧
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（参考）『北国の省エネ・新エネ大賞』 過去の受賞者一覧
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（参考）『北国の省エネ・新エネ大賞』 過去の受賞者一覧
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（参考）『北国の省エネ・新エネ大賞』 過去の受賞者一覧


